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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月3日(2016.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
免疫応答細胞であって、
　（ａ）低親和性で第１の抗原を結合する抗原認識レセプターであって、ここで該第１の
抗原への該レセプターの結合は、該免疫応答細胞を活性化させる、抗原認識レセプター；
および
　（ｂ）第２の抗原を結合し、該免疫応答細胞を刺激するキメラ共刺激レセプター（ＣＣ
Ｒ）、
を含む、免疫応答細胞。
【請求項２】
前記細胞は、Ｔ細胞、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞、細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）
、制御性Ｔ細胞、ヒト胚性幹細胞、およびリンパ系細胞に分化し得る多能性幹細胞からな
る群より選択される、請求項１に記載の免疫応答細胞。
【請求項３】
前記抗原は、腫瘍抗原もしくは病原体抗原である、請求項１または２に記載の免疫応答細
胞。
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【請求項４】
前記抗原認識レセプターは、Ｔ細胞レセプター（ＴＣＲ）もしくはキメラ抗原レセプター
（ＣＡＲ）である、請求項１～３のいずれかに記載の免疫応答細胞。
【請求項５】
前記抗原認識レセプターは、外因性もしくは内因性である、請求項１～４のいずれか１項
に記載の免疫応答細胞。
【請求項６】
前記抗原認識レセプターは、組換え発現される、請求項１～５のいずれか１項に記載の免
疫応答細胞。
【請求項７】
前記抗原認識レセプターは、ベクターから発現される、請求項１～６のいずれか１項に記
載の免疫応答細胞。
【請求項８】
前記キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）は、ベクターから発現される、請求項１～７のい
ずれか１項に記載の免疫応答細胞。
【請求項９】
前記免疫応答細胞は、自己由来である、請求項１～８のいずれか１項に記載の免疫応答細
胞。
【請求項１０】
前記第１のおよび第２の抗原は、ＰＳＣＡ、ＣＡＩＸ、ＣＥＡ、ＣＤＳ、ＣＤ７、ＣＤ１
０、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、ＣＤ３０、ＣＤ３３、ＣＤ３４、ＣＤ３８、ＣＤ４
１、ＣＤ４４、ＣＤ４９ｆ、ＣＤ５６、ＣＤ７４、ＣＤ１３３、ＣＤ１３８、サイトメガ
ロウイルス（ＣＭＶ）感染細胞抗原、ＥＧＰ－２、ＥＧＰ－４０、ＥｐＣＡＭ、ｅｒｂ－
Ｂ２，３，４、ＦＢＰ、胎児型アセチルコリンレセプター、葉酸レセプター－ａ、ＧＤ２
、ＧＤ３、ＨＥＲ－２、ｈＴＥＲＴ、ＩＬ－１３Ｒ－ａ２、ｘ－軽鎖、ＫＤＲ、ＬｅＹ、
ＬＩ細胞接着分子、ＭＡＧＥ－Ａｌ、ＭＵＣ１、メソテリン、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ
－ＥＳＯ－１、腫瘍胎児性抗原（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＴＡＧ－７２、ＶＥ
ＧＦ－Ｒ２、およびＷＴ－１からなる群より選択される、請求項１～９のいずれか１項に
記載の免疫応答細胞。
【請求項１１】
前記第１のおよび第２の抗原は、ＣＤ１３３、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）感染細胞
抗原、ｅｒｂ－Ｂ２、ＫＤＲメソテリン、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳ０－１、腫瘍
胎児性抗原（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＣＤ１９、ＶＥＧＦ－Ｒ２、およびＷＴ
－１からなる群より選択される別個の抗原である、請求項１～９のいずれか１項に記載の
免疫応答細胞。
【請求項１２】
前記第１のおよび第２の抗原は、ＨＥＲ２、ＭＵＣ１、ＣＤ４４、ＣＤ４９ｆ、ＥｐＣＡ
Ｍ、ＣＥＡ、ＣＤ１３３、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）感染細胞抗原、ＥＧＰ－２、
ＥＧＰ－４０、ＥｐＣＡＭ、ｅｒｂ－Ｂ２，３，４、ＦＢＰ、ＫＤＲ、メソテリン、ＮＫ
Ｇ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳ０－１、腫瘍胎児性抗原（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ
、ＶＥＧＦ－Ｒ２、およびＷＴ－１からなる群より選択される、請求項１～９のいずれか
１項に記載の免疫応答細胞。
【請求項１３】
前記第１のおよび第２の抗原は、ＣＤ１０およびＣＤ１９である、請求項１～１１のいず
れか１項に記載の免疫応答細胞。
【請求項１４】
前記第１のおよび第２の抗原は、ＣＤ５６およびＣＤ１３８である、請求項１～１１のい
ずれか１項に記載の免疫応答細胞。
【請求項１５】
前記第１のおよび第２の抗原は、メソテリン、葉酸レセプター－ａ、ＣＤ４４、およびＣ



(3) JP 2015-535689 A5 2016.12.1

Ｄ１３３からなる群より選択される別個の抗原である、請求項１～１１のいずれか１項に
記載の免疫応答細胞。
【請求項１６】
前記抗原認識レセプターの細胞内シグナル伝達ドメインは、ＣＤ３鎖シグナル伝達ドメイ
ンである、請求項１～１５のいずれか１項に記載の免疫応答細胞。
【請求項１７】
前記キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）の細胞内シグナル伝達ドメインは、ＣＤ９７、Ｃ
Ｄ１　ｌａ－ＣＤ１８、ＣＤ２、ＩＣＯＳ、ＣＤ２７、ＣＤ１５４、ＣＤ５、ＯＸ４０、
４－１ＢＢもしくはＣＤ２８シグナル伝達ドメインである、請求項１～１６のいずれか１
項に記載の免疫応答細胞。
【請求項１８】
前記細胞は、１９ｚ１もしくはＰｚ１である抗原レセプターを発現する、請求項１～１７
のいずれか１項に記載の免疫応答細胞。
【請求項１９】
腫瘍細胞死の誘導において使用するための組成物であって、該組成物は、請求項１～１８
のいずれか一項に記載の免疫応答細胞を含む、組成物。
【請求項２０】
前記免疫応答細胞は、腫瘍細胞数を減少させる、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
前記免疫応答細胞は、腫瘍サイズを縮小させる、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２２】
前記免疫応答細胞は、前記腫瘍を根絶する、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２３】
被験体における新形成の処置もしくは予防における使用のための組成物であって、該組成
物は、請求項１～１８のいずれか一項に記載の免疫応答細胞を含む、組成物。
【請求項２４】
前記新形成は、前立腺がん、乳がん、Ｂ細胞白血病、多発性骨髄腫、および卵巣がんから
なる群より選択される、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
前記新形成は、乳がんであり、前記第１のおよび第２の腫瘍抗原は、ＨＥＲ２、ＭＵＣ１
、ＣＤ４４、ＣＤ４９ｆ、ＥｐＣＡＭ、ＣＥＡ、ＣＤ１３３、サイトメガロウイルス（Ｃ
ＭＶ）感染細胞抗原、ＥＧＰ－２、ＥＧＰ－４０、ＥｐＣＡＭ、ｅｒｂ－Ｂ２，３，４、
ＦＢＰ、ＫＤＲ、メソテリン、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳＯ－１、腫瘍胎児性抗原
（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＶＥＧＦ－Ｒ２、およびＷＴ－１からなる群より選
択される別個の抗原である、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２６】
前記新形成は、Ｂ細胞白血病であり、前記第１のおよび第２の腫瘍抗原は、ＣＤ１０およ
びＣＤ１９である、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２７】
前記新形成は、多発性骨髄腫であり、前記第１のおよび第２の腫瘍抗原は、ＣＤ５６およ
びＣＤ１３８である、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２８】
前記新形成は、卵巣がんであり、前記第１のおよび第２の腫瘍抗原は、メソテリン、葉酸
レセプター－ａ、ＣＤ４４、およびＣＤ１３３からなる群より選択される別個の抗原であ
る、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２９】
前記免疫応答細胞は、前記被験体において腫瘍負荷量を減少させるかもしくは根絶する、
請求項２３～２８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３０】
抗原特異的免疫応答細胞を生成するための方法であって、該方法は、該免疫応答細胞に、
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キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）をコードする核酸配列を導入する工程であって、ここ
で該ＣＣＲは、免疫応答細胞を刺激する細胞内シグナル伝達ドメインに連結した抗原結合
ドメインを含み、ここで該免疫応答細胞は、第１の抗原を低親和性で結合する抗原認識レ
セプターを含み、ここで該結合は、該免疫応答細胞を活性化する、工程を包含する、方法
。
【請求項３１】
前記方法は、キメラ抗原レセプターをコードする第２の核酸配列を導入する工程をさらに
包含し、ここで該キメラ抗原レセプターは、免疫応答細胞を活性化する第２の細胞内シグ
ナル伝達ドメインに連結した第２の抗原結合ドメインを含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
請求項１～１８のいずれか１項に記載の免疫応答細胞および薬学的に受容可能な賦形剤を
含む、薬学的組成物。
【請求項３３】
前立腺がんの処置において使用するための、Ｔ細胞を含む組成物であって、該Ｔ細胞は、
　ＰＳＣＡもしくはＣＤ１９を低親和性で結合する抗原認識レセプターであって、ここで
該結合は、免疫応答細胞を活性化する抗原認識レセプターと、
　ＰＳＭＡを結合し、該免疫応答細胞を刺激するキメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）と
を含む、組成物。
【請求項３４】
免疫応答細胞であって、第１の抗原を結合し、該免疫応答細胞を活性化する抗原認識レセ
プター、および第２のウイルス抗原を結合し、該免疫応答細胞を刺激するキメラ共刺激レ
セプター（ＣＣＲ）を含む免疫応答細胞を含む、キット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明は、腫瘍細胞を標的とするＴ細胞を提供する組成物および方法を提供する。本発
明によって定義される組成物および物品は、以下に提供される実施例と関連して単離され
たかもしくは別の方法で製造された。本発明の他の特徴および利点は、詳細な記載および
特許請求の範囲から明らかである。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
免疫応答細胞であって、
　ａ．低親和性で第１の抗原を結合する抗原認識レセプターであって、ここで該第１の抗
原への該レセプターの結合は、該免疫応答細胞を活性化させる、抗原認識レセプター；お
よび
　ｂ．第２の抗原を結合し、該免疫応答細胞を刺激するキメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ
）、
を含む、免疫応答細胞。
（項目２）
前記細胞は、Ｔ細胞、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞、細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）
、制御性Ｔ細胞、ヒト胚性幹細胞、およびリンパ系細胞に分化し得る多能性幹細胞からな
る群より選択される、項目１のいずれか１項に記載の免疫応答細胞。
（項目３）
前記抗原は、腫瘍抗原もしくは病原体抗原である、項目１または２に記載の免疫応答細胞
。
（項目４）
前記抗原認識レセプターは、Ｔ細胞レセプター（ＴＣＲ）もしくはキメラ抗原レセプター
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（ＣＡＲ）である、項目１～３のいずれかに記載の免疫応答細胞。
（項目５）
前記抗原認識レセプターは、外因性もしくは内因性である、項目１～４のいずれか１項に
記載の免疫応答細胞。
（項目６）
前記抗原認識レセプターは、組換え発現される、項目１～５のいずれか１項に記載の免疫
応答細胞。
（項目７）
前記抗原認識レセプターは、ベクターから発現される、項目１～６のいずれか１項に記載
の免疫応答細胞。
（項目８）
前記キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）は、ベクターから発現される、項目１～７のいず
れか１項に記載の免疫応答細胞。
（項目９）
前記免疫応答細胞は、自己由来である、項目１～８のいずれか１項に記載の免疫応答細胞
。
（項目１０）
前記第１のおよび第２の抗原は、ＣＡＩＸ、ＣＥＡ、ＣＤＳ、ＣＤ７、ＣＤ１０、ＣＤ１
９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、ＣＤ３０、ＣＤ３３、ＣＤ３４、ＣＤ３８、ＣＤ４１、ＣＤ４
４、ＣＤ４９ｆ、ＣＤ５６、ＣＤ７４、ＣＤ１３３、ＣＤ１３８、サイトメガロウイルス
（ＣＭＶ）感染細胞抗原、ＥＧＰ－２、ＥＧＰ－４０、ＥｐＣＡＭ、ｅｒｂ－Ｂ２，３，
４、ＦＢＰ、胎児型アセチルコリンレセプター、葉酸レセプター－ａ、ＧＤ２、ＧＤ３、
ＨＥＲ－２、ｈＴＥＲＴ、ＩＬ－１３Ｒ－ａ２、ｘ－軽鎖、ＫＤＲ、ＬｅＹ、ＬＩ細胞接
着分子、ＭＡＧＥ－Ａｌ、ＭＵＣ１、メソテリン、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳＯ－
１、腫瘍胎児性抗原（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＴＡＧ－７２、ＶＥ
ＧＦ－Ｒ２、もしくはＷＴ－１からなる群より選択される、項目１～９のいずれか１項に
記載の免疫応答細胞。
（項目１１）
前記第１のおよび第２の抗原は、ＣＤ１３３、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）感染細胞
抗原、ｅｒｂ－Ｂ２、ＫＤＲメソテリン、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳ０－１、腫瘍
胎児性抗原（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＣＤ１９、ＶＥＧＦ－Ｒ２、およびＷＴ
－１からなる群より選択される別個の抗原である、項目１～９のいずれか１項に記載の
免疫応答細胞。
（項目１２）
前記第１のおよび第２の抗原は、ＨＥＲ２、ＭＵＣ１、ＣＤ４４、ＣＤ４９ｆ、ＥｐＣＡ
Ｍ、ＣＥＡ、ＣＤ１３３、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）感染細胞抗原、ＥＧＰ－２、
ＥＧＰ－４０、ＥｐＣＡＭ、ｅｒｂ－Ｂ２，３，４、ＦＢＰ、ＫＤＲ、メソテリン、ＮＫ
Ｇ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳ０－１、腫瘍胎児性抗原（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ
、ＶＥＧＦ－Ｒ２、もしくはＷＴ－１からなる群より選択される、項目１～９のいずれか
１項に記載の免疫応答細胞。
（項目１３）
前記第１のおよび第２の抗原は、ＣＤ１０およびＣＤ１９である、項目１～１１のいずれ
か１項に記載の免疫応答細胞。
（項目１４）
前記第１のおよび第２の抗原は、ＣＤ５６およびＣＤ１３８である、項目１～１１のいず
れか１項に記載の免疫応答細胞。
（項目１５）
前記第１のおよび第２の抗原は、メソテリン、葉酸レセプター－ａ、ＣＤ４４、およびＣ
Ｄ１３３からなる群より選択される別個の抗原である、項目１～１１のいずれか１項に記
載の免疫応答細胞。
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（項目１６）
前記抗原認識レセプターの細胞内シグナル伝達ドメインは、ＣＤ３鎖シグナル伝達ドメイ
ンである、項目１～１５のいずれか１項に記載の免疫応答細胞。
（項目１７）
前記キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）の細胞内シグナル伝達ドメインは、ＣＤ９７、Ｃ
Ｄ１　ｌａ－ＣＤ１８、ＣＤ２、ＩＣＯＳ、ＣＤ２７、ＣＤ１５４、ＣＤ５、ＯＸ４０、
４－１ＢＢもしくはＣＤ２８シグナル伝達ドメインである、項目１～１６のいずれか１項
に記載の免疫応答細胞。
（項目１８）
前記細胞は、１９ｚ１もしくはＰｚ１である抗原レセプターを発現する、項目１～１７の
いずれか１項に記載の免疫応答細胞。
（項目１９）
腫瘍において腫瘍細胞死を誘導するための方法であって、該方法は、該腫瘍細胞と、免疫
応答細胞であって、第１の腫瘍抗原を低親和性で結合し、ここで該結合は該免疫応答細胞
を活性化する抗原認識レセプター、および第２の腫瘍抗原を結合し、該免疫応答細胞を刺
激するキメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）を含む免疫応答細胞とを接触させ、それによっ
て、該腫瘍において腫瘍細胞死を誘導する工程を包含する、方法。
（項目２０）
前記方法は、腫瘍細胞数を減少させる、項目１９に記載の方法。
（項目２１）
前記方法は、腫瘍サイズを縮小させる、項目１９に記載の方法。
（項目２２）
前記方法は、前記腫瘍を根絶する、項目１９に記載の方法。
（項目２３）
被験体において新形成を処置もしくは予防するための方法であって、該方法は、免疫応答
細胞であって、第１の抗原を低親和性で結合し、ここで該結合は、該免疫応答細胞を活性
化する抗原認識レセプター、および第２の抗原を結合し、該免疫応答細胞を刺激するキメ
ラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）を含む、免疫応答細胞の有効量を投与し、それによって、
該被験体において新形成を処置もしくは予防する工程、を包含する、方法。
（項目２４）
前記新形成は、前立腺がん、乳がん、Ｂ細胞白血病、多発性骨髄腫、および卵巣がんから
なる群より選択される、項目２３に記載の方法。
（項目２５）
前記新形成は、乳がんであり、前記第１のおよび第２の腫瘍抗原は、ＨＥＲ２、ＭＵＣ１
、ＣＤ４４、ＣＤ４９ｆ、ＥｐＣＡＭ、ＣＥＡ、ＣＤ１３３、サイトメガロウイルス（Ｃ
ＭＶ）感染細胞抗原、ＥＧＰ－２、ＥＧＰ－４０、ＥｐＣＡＭ、ｅｒｂ－Ｂ２，３，４、
ＦＢＰ、ＫＤＲ、メソテリン、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳＯ－１、腫瘍胎児性抗原
（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＶＥＧＦ－Ｒ２、もしくはＷＴ－１からなる群より
選択される別個の抗原である、項目２３に記載の方法。
（項目２６）
前記新形成は、Ｂ細胞白血病であり、前記第１のおよび第２の腫瘍抗原は、ＣＤ１０およ
びＣＤ１９である、項目２３に記載の方法。
（項目２７）
前記新形成は、多発性骨髄腫であり、前記第１のおよび第２の腫瘍抗原は、ＣＤ５６およ
びＣＤ１３８である、項目２４に記載の方法。
（項目２８）
前記新形成は、卵巣がんであり、前記第１のおよび第２の腫瘍抗原は、メソテリン、葉酸
レセプター－ａ、ＣＤ４４、およびＣＤ１３３からなる群より選択される別個の抗原であ
る、項目２４に記載の方法。
（項目２９）
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前記免疫応答細胞は、低親和性を有する抗原認識レセプターを有するとして選択される、
項目２３～２８のいずれか１項に記載の方法。
（項目３０）
前記抗原認識レセプターは、低親和性を有するとして前記細胞での発現に関して選択され
る、項目２３～２８のいずれか１項に記載の方法。
（項目３１）
前記抗原認識レセプターは、Ｔ細胞レセプター（ＴＣＲ）もしくはキメラ抗原レセプター
（ＣＡＲ）である、項目２３～２８のいずれか１項に記載の方法。
（項目３２）
前記抗原認識レセプターは、外因性もしくは内因性である、項目２３～２８のいずれか１
項に記載の方法。
（項目３３）
前記抗原認識レセプターは、ベクターから発現される、項目２３～３２のいずれか１項に
記載の方法。
（項目３４）
前記キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）は、ベクターから発現される、項目２３～３２の
いずれか１項に記載の方法。
（項目３５）
前記細胞は、Ｔ細胞、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞、細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）
、制御性Ｔ細胞、ヒト胚性幹細胞、およびリンパ系細胞に分化し得る多能性幹細胞からな
る群より選択される、項目２３～３４のいずれか１項に記載の方法。
（項目３６）
前記方法は、前記被験体において腫瘍負荷量を減少させるかもしくは根絶する、項目２３
～３５のいずれか１項に記載の方法。
（項目３７）
腫瘍細胞死を誘導するための方法であって、該方法は、免疫応答細胞であって、低親和性
で第１の抗原を結合し、ここで該結合は、該免疫応答細胞を活性化する抗原認識レセプタ
ー、および第２の抗原を結合し、該免疫応答細胞を刺激するキメラ共刺激レセプター（Ｃ
ＣＲ）を含む免疫応答細胞の有効量を投与し、それによって、被験体において腫瘍細胞死
を誘導する工程、を包含する、方法。
（項目３８）
抗原特異的免疫応答細胞を生成するための方法であって、該方法は、該免疫応答細胞に、
キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）をコードする核酸配列を導入する工程であって、ここ
で該キメラ共刺激レセプターは、免疫応答細胞を刺激する細胞内シグナル伝達ドメインに
連結した抗原結合ドメインを含み、ここで該免疫応答細胞は、第１の抗原を低親和性で結
合する抗原認識レセプターを含み、ここで該結合は、該免疫応答細胞を活性化する、工程
を包含する、方法。
（項目３９）
前記方法は、キメラ抗原レセプターをコードする第２の核酸配列を導入する工程をさらに
包含し、ここで該キメラ抗原レセプターは、免疫応答細胞を活性化する第２の細胞内シグ
ナル伝達ドメインに連結した第２の抗原結合ドメインを含む、項目３８に記載の方法。
（項目４０）
前記腫瘍抗原は、ＣＡＩＸ、ＣＥＡ、ＣＤ５、ＣＤ７、ＣＤ１０、ＣＤ１９、ＣＤ２０、
ＣＤ２２、ＣＤ３０、ＣＤ３３、ＣＤ３４、ＣＤ３８、ＣＤ４１、ＣＤ４４、ＣＤ４９ｆ
、ＣＤ５６、ＣＤ７４、ＣＤ１３３、ＣＤ１３８、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）感染
細胞抗原、ＥＧＰ－２、ＥＧＰ－４０、ＥｐＣＡＭ、ｅｒｂＢ２，３，４、ＦＢＰ、胎児
型アセチルコリンレセプター、葉酸レセプター－ａ、ＧＤ２、ＧＤ３、ＨＥＲ－２，ｈＴ
ＥＲＴ、ＩＬ－１３Ｒ－ａ２、ｘ－軽鎖、ＫＤＲ、ＬｅＹ、ＬＩ細胞接着分子、ＭＡＧＥ
－Ａｌ、ＭＵＣ１、メソテリン、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳ０－１、腫瘍胎児性抗
原（ｈ５Ｔ４）、ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＴＡＧ－７２、ＶＥＧＦ－Ｒ２、もし
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くはＷＴ－１からなる群より選択される別個の抗原である、項目３８～３９のいずれか１
項に記載の方法。
（項目４１）
前記抗原認識レセプターは、Ｔ細胞レセプター（ＴＣＲ）もしくはキメラ抗原レセプター
（ＣＡＲ）である、項目３８～４０のいずれか１項に記載の方法。
（項目４２）
前記抗原認識レセプターは、外因性もしくは内因性である、項目３８～４１のいずれか１
項に記載の方法。
（項目４３）
前記抗原認識レセプターは、組換え発現される、項目３８～４２のいずれか１項に記載の
方法。
（項目４４）
前記抗原認識レセプターは、ベクターから発現される、項目３８～４３のいずれか１項に
記載の方法。
（項目４５）
前記キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）は、ベクターから発現される、項目３８～４４の
いずれか１項に記載の方法。
（項目４６）
前記細胞は、Ｔ細胞、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞、細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）
、制御性Ｔ細胞、ヒト胚性幹細胞、およびリンパ系細胞に分化し得る多能性幹細胞からな
る群より選択される、項目３８～４５のいずれか１項に記載の方法。
（項目４７）
前記抗原認識レセプターの細胞内シグナル伝達ドメインは、ＣＤ３鎖シグナル伝達ドメイ
ンである、項目３８～４６のいずれか１項に記載の方法。
（項目４８）
前記キメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）の細胞内シグナル伝達ドメインは、ＣＤ９７、Ｃ
Ｄ１１ａ－ＣＤ１８、ＣＤ２、ＩＣＯＳ、ＣＤ２７、ＣＤ１５４、ＣＤ５、ＯＸ４０、４
－１　ＢＢもしくはＣＤ２８シグナル伝達ドメインである、項目３８～４７のいずれか１
項に記載の方法。
（項目４９）
前立腺がんの処置を必要とする被験体において前立腺がんを処置するための方法であって
、該方法は、該被験体に、ＰＳＣＡもしくはＣＤ１９を低親和性で結合し、ここで該結合
は、免疫応答細胞を活性化する抗原認識レセプター、およびＰＳＭＡを結合し、該免疫応
答細胞を刺激するキメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）を含むＴ細胞の治療上有効な量を投
与し、それによって、該被験体において前立腺がんを処置する工程、を包含する、方法。
（項目５０）
項目１～１８のいずれか１項に記載の免疫応答細胞および薬学的に受容可能な賦形剤を含
む、薬学的組成物。
（項目５３）
新形成もしくは腫瘍疾患の処置において使用するための、項目１～１８のいずれかに記載
の免疫応答細胞。
（項目５４）
前立腺がんの処置において使用するための、ＰＳＣＡもしくはＣＤ１９を低親和性で結合
し、ここで該結合は、免疫応答細胞を活性化する抗原認識レセプター、およびＰＳＭＡを
結合し、該免疫応答細胞を刺激するキメラ共刺激レセプター（ＣＣＲ）を含む、Ｔ細胞。
（項目５５）
免疫応答細胞であって、第１の抗原を結合し、該免疫応答細胞を活性化する抗原認識レセ
プター、および第２のウイルス抗原を結合し、該免疫応答細胞を刺激するキメラ共刺激レ
セプター（ＣＣＲ）を含む免疫応答細胞を含む、キット。
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